
・
一
九
五
〇
年
生
ま
れ
　
五
三
才

・
八
積
小

、
高
根
小

、
長
生
中

、
茂
原

 
農
を
経
て
東
金
電
話
局
に
入
社

、

 
現
在
Ｎ
Ｔ
Ｔ
勤
務

。

・
組
合
青
年
部
役
員

・
矢
澤
村
議
と
住
民
の
会
事
務
局
長

・
八
積
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

・
七
井
土
都
市
計
画
工
業
地
域
指
定
反

　
対
五
班
連
絡
会
議
事
務
局
員

・
長
生
村
議
会
議
員
な
ど
を
歴
任

家
族
構
成
　
妻
と
一
男

、
二
女

、
母

 
 
 
 
 
の
六
人
暮
ら
し

。

現
住
所
　
 
長
生
村
七
井
土

　
　
　
　
　
　
　
　
1
3
3
7
│
2

電
　
話
　
 
　

（
3
2

）
1
9
7
4

　
村
政
刷
新
に
向
け

、
石
井
は

　
　
　
　
力
の
限
り
が
ん
ば
り
ま
す

　
村
は
現
在

、
合
併
問
題
で
大
き
く
揺

れ
動
い
て
い
ま
す

。
村
長
選
挙
に
向
け

「
住
民
投
票
を
公
約
に
掲
げ
る

」
候
補

が
出
て
く
る
こ
と
を
切
に
願

っ
て
き
ま

し
た

。
議
員
に
さ
せ
て
頂
き
二
年
そ
こ

そ

こ

の

私

に

「
石

井

に

立

っ
て

ほ

し

い

」
「
無
投
票
で
な
く
選
挙
に
し
て
ほ

し
い

」
と
い
う
声
を
た
く
さ
ん
の
方
々

か
ら
頂
き
ま
し
た

。

『
合
併
す
る

」
か

「
合
併
し
な
い

」
十
八
名
の
議
員
だ
け

で
判
断
す
る
の
で
は
な
く

、
住
民
投
票

長
生
村
議
会
議
員

石
井
と
し
お
の
議
会
報
告
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石
井
と
し
お
後
援
会

長
生
村
七
井
土
一
三
八
七
│
二

0
4
7
5

（
３
２

）
１
９
７
４

 
市
原
村
長
退
任
に
伴
う
村
長
選
挙
が
六
月
二
〇
日
に
実
施
さ
れ
ま
す

。
七

井
土
に
居
住
す
る
現
職
議
員
石
井
と
し
お

（
五
三

）
才
は

、
村
政
刷
新
に
向

け
決
意
を
固
め
ま
し
た

。
村
は
現
在

、
八
百
億
の
借
金
を
抱
え
る
茂
原
市
を

含
め
た
長
生
郡
市
の
合
併
に
向
け

、
協
議
を
進
め
て
い
ま
す

。
新
市
の
の
名

称
は

「
長
生
市

」
と
決
ま
り
ま
し
た
が
合
併
は
ま
だ
決
ま

っ
て
い
ま
せ
ん

。

合
併
問
題
に
つ
い
て
は
合
併
し
た
場
合
の
メ
リ

ッ
ト
・
デ
メ
リ

ッ
ト
を
十
分

情
報
公
開
し

、
住
民
投
票
を
実
施
す
る
こ
と
が
大
切
で
す

。
石
井
と
し
お
の

経
歴
・
プ
ロ
フ

ィ
ー

ル
・
政
策
を
紹
介
し

、
村
民
の
ご
理
解
と

、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

。

を
実
施
し
村
民
の
意
志
を
把
握
す

る
こ
と
が
大
切
で
す

。
力
の
限
り

行
動
を
し
て
ま
い
り
ま
す

。

住
民
が
主
人
公

　
　
　
　
　
二
年
二
ヶ
月

議
員
と
し
て
奮
闘
し
ま
し
た

　
私
は
議
員
に
な

っ
て
二
年
二
ヶ

月

、

「
村
政
の
主
役
は
住
民
で
あ

る

」
こ
と
を
頭
に
入
れ

、
活
動
し

て
き
ま
し
た

。
皆
さ
ん
か
ら
頂
い

た
要
望
や
悩
み
を
毎
議
会
で
質
問

し

、

「
石

井

と

し

お

の

議

会

報

告

」
（
三
十
二
号
ま
で

）
お
知
ら

せ
し
て
き
ま
し
た

。

①

村

内

雇

用

の

拡

大

と

し

て

、

ケ
ー

ヨ
ー

Ｄ
２
や
オ
ー

ト
ア
ー

ル

ズ
に
村
民
の
新
規
採
用
を
要
望
し

て
き
ま
し
た

。
②
学
校
内
外
の
安

全
確
保
と
し
て
八
積
有
賀
商
店
近

く
の
カ
ー

ブ
の
改
善
要
望
や
危
険

笛
の
配
備
を
取
り
上
げ
ま
し
た

。

③
子
育
て
支
援
と
し
て
常
設
で
使

え
る
児
童
セ
ン
タ
ー

の
設
置
を
要

望
し

「
検
討
す
る

」
こ
と
に
な
り

ま
し
た

。
④
高
齢
者
・
障
害
者
の

無
料
通
院
バ
ス
を
要
望
し

「
検
討

す
る

」
こ
と
に
な
り

、
駅
前
の
コ
ミ
ニ

ュ

テ

ィ
セ
ン
タ
ー

中
央
公
民
館
の
手
す
り
を

設
置
し
ま
し
た

。
⑤
Ｊ
Ｒ
八
積
駅
ホ
ー

ム

屋
根
の
取
り
付
け
を
要
望
し

「
Ｊ
Ｒ
と
協

議
す
る

」
と
な
り

、
駐
輪
場
の
増
設
も
実

現
し
ま
し
た

。
⑥
産
業
廃
棄
物
・
不
法
投

棄
の
解
決
に
つ
い
て
は

、
高
根

、
八
積
地

区
で
解
決
と
整
理
が
出
来
ま
し
た

。
⑧
生

活
道
路
に
於
け
る
排
水
側
溝
と
歩
道
設
置

の
促
進
を
議
会
で
強
く
要
望
し
て
来
ま
し

た

。
⑨
防
犯
灯
や
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー

設
置
危

機
順
の
緩
和
を
進
め
ま
し
た

。

 
合
併
の
是
非
は

、
住
民
投
票

 
 
 
実
施
で
村
民
の
声
を
尊
重

　
合
併
問
題
で
は
毎
月
開
催
さ
れ
る
合
併
協

議
会
を
傍
聴
し
て
き
ま
し
た

。
村
議
会
で
は

「
合
併
す
れ
ば
地
方
交
付
税
が
大
幅
に
削
減

さ
れ

、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
が
必
死

」

と

、
発
言
し
て
き
ま
し
た

。
す
で
に
合
併
し

た

「
さ
い
た
ま
市

」
や
東
京

「
あ
き
る
野

市

」
の
例
を
見
れ
ば
明
白
で
す

。

　
合
併
協
議
会
の
調
整
決
定
と
議
論
を

見
る
と
①
茂
原
市
八
百
億
の
借
金
を
新

市
に
引
き
継
ぐ
こ
と
に
異
論
が
出
さ

れ

、
継
続
協
議
と
な

っ
て
い
ま
す

。
②

合
併
特
例
債
も
五
五
五
億
円
の
う
ち

、

二
七
〇
億
円
し
か
見
込
め
な
い

。

（
三

割
は
自
主
財
源
で
返
す

）
③

『
サ
ー

ビ

ス
は
高
く

、
負
担
は
低
く
合
わ
せ
る

」

と
言
い
な
が
ら

、
村
の
７
５
３
予
算
は

廃
止
す
る

。
介
護
保
険
料
や
学
校
給
食

料
金
は
中
間
設
定
に
す
る

。
郡
内
で
一

番
安
い

、
下
水
道
使
用
料
金

、
保
育
料

金

、
国
民
健
康
保
険
税
の
値
上
げ
も
必

死
で
す

。

　
住
民
犠
牲
の
方
向
で
次
々
と
決
ま

っ

て
行
く
合
併
協
議
の
あ
り
方
に
反
対
で

す

。
合
併
す
る
か
ど
う
か
は
住
民
投
票

を
実
施
し

、
住
民
の
意
見
を
尊
重
し
て

決
め
る
べ
き
で
す

。
村
の
主
役
は
村
民

で
す

。経
歴
・
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
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八積駅ホームに屋根の取り付けを

石 井 と し お （ ５ ３ 才 ）



石 井 と し お の 公 約
☆
小
学
校
入
学
前
ま
で

　
の
乳
幼
児
医
療
の
通

　
院
医
療
無
料
化
を
実

　
施
し
ま
す

。

☆
子
育
て
支
援
の
さ
ら

　
な
る
充
実
と
し
て

、
常
設
で
使
え

　
る
児
童
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
ま
す

。

☆
高
齢
者

、
障
害
者
へ
の
無
料
通

　
院
バ
ス
を
実
施
し
ま
す

。

○
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
・
減
量
化
に

　
　
　
努
め

、
高
い
ゴ
ミ
袋
の
値
下
げ

　
　
　
に
取
り
組
み
ま
す

。

　
　
　
○
Ｊ
Ｒ
八
積
駅
ホ
ー

ム
に
屋
根

　
　
　
　
の
取
り
付
け
を
す
す
め
ま
す

。

　
　
　
○
生
活
道
路
や
排
水
側
溝
の

　
　
　
　
整
備

、
通
学
路
な
ど
の
歩
道

　
　
　
　
お
よ
び
防
犯
灯
の
整
備
を
す

　
　
　
　
す
め
ま
す

。

　
　
　
○
若
者
を
含
め
た
村
内
雇
用
の

　
　
　
　
促
進
に
努
め
ま
す

。

　
　
　
○
長
生
村
の
特
色
作
り
と
特
産

　
　
　
　
品
作
り
を
促
進
し

、
地
元
農

　
　
　
　
産
物
の
販
売
に
役
立
つ

『
道

　
　
　
　
の
駅

』
設
置
を
検
討
し
ま
す

。

福祉やくらしを守る村を作ります

　開かれた村政を作ります

☆月１回の村民との対話をする場所

　 を作り、要望や悩み、苦情を聞き

   ます。

☆土日議会の取り入れで就労者にも

   議会を傍聴する条件を作ります。

☆公用車２台（村長、議長）は１台の

   大衆車に切り替えます。ワゴン車

   導入で村民に貸し出し（低料金）を

　　　　　　　　　　　　　　おこないます。

　　　　　　　　　　　☆憲法を大切にし、

　　　　　　　　　　　　 住民が主人公を

　　　　　　　　　　　　 貫きます。

　「合併」は住民投票などで
　 村民の声を大切にします。

○長生郡市の『合併は』村民多数
　 の合意が必要です。
　『村政の主役は住民』の立場から、
長生郡市合併の是非を問うための
「住民投票条例」を制定し、住民投
票を実施します。
　投票の前提として『合併』の判断
に必要なメリット・デメリットの情報
を公開します。（住民投票が不可能
な場合は住民アンケートの実施）
○自立の村作りを住民と力を合わ
　 せて進めます

 石井としおのプロフィール
○１９５０年生まれ。５３才。
○八積小、高根小、長生中、茂原農業高校をへて東金電話局に入社。現在ＮＴＴ勤務。
○矢澤村議と住民の会事務局長、ＮＴＴ組合青年部役員、八積小ＰＴＡ会長、
　七井土都市計画連絡会事務局員などを歴任。
○現在、長生村議会議員・総務常任委員会委員。
○住所　長生村七井土１３８７－２　家族　母、妻、１男２女

石井としおの決意の賛同された方に御願い致します。
「友人・知人に広めて下さい」「お手伝い下さる方」を募集してい
ま


	Sheet1
	‰c›ïŁñ“’32¶×°ºÞ¼¯¸b.pdf
	Sheet3




